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初代の心にかえり信仰の喜びを

深めよう 伝えよう 広げよう

一、持ち場立場で日々理作り

一、家族揃って教会参拝

一、一日一件にをいがけ

元一日

立教

174年

10月号



月
日
付
、
天
理
時
報
で
既
報
の
通
り
立

10

19

教
年
「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
が

174

９
月

日
か
ら

日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
こ

28

30

れ
は
年
に
一
度
地
域
に
住
む
お
互
い
が
力
を

合
わ
せ
、
一
手
一
つ
に
心
を
揃
え
て
親
神
様

の
神
名
、
お
道
の
に
を
い
を
広
め
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
。
今
年
で
回
目
。

79

日
、
日
、
日
は
「
よ
ふ
ぼ
く
実
動
日
」

28

29

30

と
し
て
支
部
を
中
心
に
よ
ふ
ぼ
く
が
、
に
を

い
が
け
活
動
を
展
開
し
、

日
は
「
教
会
長

28

路
傍
講
演
の
日
」
と
し
て
教
会
長
が
先
頭
に

立
っ
て
神
名
流
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、

戸
別
訪
問
、
路
傍
講
演
な
ど
を
行
っ
た
。

大
教
会
に
つ
な
が
る
各
教
会
、
よ
ふ
ぼ
く
も

「『
た
す
け
あ
い
』
こ
そ
人
間
の
生
き
方
」
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
支
部
、
教
会
ご
と
に

各
地
で
参
加
、
実
動
し
た
。

「
教
会
長
路
傍
講
演
の
日
」
の

日
、
管
内

28

の
教
会

ヶ
所
の
内
、

ヶ
所
が
笠
岡
大
教

39

34

会
部
内
教
会
と
い
う
広
島
教
区
東
部
支
部
(山

田
敏
教
支
部
長
)の
活
動
を
取
材
し
た
。

当
日
は
教
会
長
人
、
よ
ふ
ぼ
く
８
人
が
参

29

加
し
た
。

午
前

時
、
府
中
市
の
府
中
市
分
教
会
(豊
田
宏
哉
会

10

長
)に
集
合
。

山
田
敏
教
同
支
部
長
が
「
最
近
、
あ
る
団
体
の
行
事
に

招
か
れ
た
。
参
加
者
の
熱
意
も
さ
る
も
の
な
が
ら
指
導
の

立
場
に
あ
る
人
達
の
考
え
方
、
行
動
、
統
率
力
に
感
心
す

る
と
共
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

天
理
教
で
『
全
教
』
が
つ
く
行
事
は
『
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
』

『
に
を
い
が
け
デ
ー
』
の
２
回
だ
。
そ
の
一
つ
が
今
日
で
、

ま
ず
教
会
の
竜
頭
た
る
教
会
長
が
よ
ふ
ぼ
く
、
信
者
の
先

頭
に
立
っ
て
に
を
い
が
け
の
実
動
を
推
進
し
て
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
。

こ
の
後
、
参
加
者
を
元
気
な
人
、
高
齢
な
人
の
２
班
に

分
け
て
行
動
。
男
性
は
ネ
ク
タ
イ
着
用
、
女
性
は
ス
ラ
ッ

ク
ス
、
ス
カ
ー
ト
姿
。

元
気
な
人
の
グ
ル
ー
プ
は
、
同
教
会
か
ら
約

離
れ

1.5

km

た
福
廣
分
教
会
ま
で
「
陽
気
ぐ
ら
し
の
天
理
教
感
謝
、

慎
み
、
た
す
け
あ
い
」
と
染
め
抜
か
れ
た
路
傍
講
演
旗
を

先
頭
に
、
山
野
弘
実
上
下
分
教
会
長
の
拍
子
木
に
合
わ
せ

て
全
員
で「
み
か
ぐ
ら
う
た
」を
唱
和
し
神
名
流
し
を
行
っ

た
。
同
教
会
前
で
は
山
野
弘
実
同
会
長
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
使
用
し
て
の
路
傍
講
演
。

引
き
続
き
、
神
名
流
し
を
し
な
が
ら
眞
府
分
教
会
(髙

田
一
弘
会
長
)へ
。
道
中
、
地
区
内
の
公
園
で
は
参
加
者

が
一
列
に
並
ん
で
「
み
か
ぐ
ら
う
た
」
を
唱
和
。
横
山
逸

郎
東
城
分
教
会
長
、
同
教
会
前
で
は
髙
田
一
弘
同
会
長
、

山
田
睦
浩
甲
井
分
教
会
長
が
路
傍
講
演
。
弁
士
以
外
の
参

加
者
は
周
辺
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
手
渡
し
配
布
を
行
っ

た
。続
い
て
、
府
中
市
内
商
店
街
(銀
天
街
)で
神
名
を
流
し

て
歩
い
た
。
商
店
内
か
ら
手
を
合
わ
せ
て
い
る
高
齢
の
女

性
も
い
た
。
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大教会本年心定め

○ 初 席 者 数 ２７９人(６７人)
○ よ ふ ぼ く 数 ２１７人(３９人)
○ 修養科修了者数 １３５人(１０人)
○ 教人登録者数 １１４人( １人)
○参考）教人資格講習会 ( ２人)
○ 教会長資格検定講習会 ( ５人)

(括弧内は１月１日～９月３０日)

記念祭までに心定めを完遂するよう

つとめさせて頂きましょう

親
神
様

の
教
え

を
津
々

浦
々

に
！！！！

ま
ず

教
会

長
が
先

頭
に
立

っ
て

ま
ず

教
会

長
が

先
頭
に

立
っ
て

立教174年 全教一斉にをいがけデー
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最
後
に
、
同
市
内
バ
ス
通
り
に
面
し
た
駐
車
場
(教
内

者
所
有
)で
丸
山
正
人
木
津
和
分
教
会
長
、
岡
本
雅
也
豊

田
分
教
会
長
(尾
道
分
部
内
)が
声
高
ら
か
に
道
行
く
人
達

に
親
神
様
の
お
話
し
を
伝
え
た
。
地
域
の
教
友
が
路
傍
講

演
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
場
面
も
あ
り
、
約
１
時
間
半
の
活

動
を
終
え
た
。

一
方
、
高
齢
の
人
達
は
府
中
市
分
教
会
周
辺
で
、
戸
別

訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
り
な
ど
を
行
っ
た
。

同
支
部
で
は
、
２
ヶ
月
前
か
ら
毎
月
２
日
の
例
会
で
、

支
部
長
を
中
心
に
「
教
会
長
路
傍
講
演
の
日
」
に
向
け
て

管
内
の
全
教
会
長
の
参
加
を
目
標
に
弁
士
の
選
出
、
路
傍

講
演
場
所
、
神
名
流
し
コ
ー
ス
と
役
割
、
そ
し
て
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
出
来
る
だ
け
戸
別

訪
問
や
手
渡
し
で
行
う
こ
と
な
ど
話
し
合
っ
て
き
た
。

当
日
、
集
合
時
間
に
欠
席
の
教
会
長
に
は
出
欠
の
有
無

を
電
話
連
絡
し
た
。
昨
年
よ
り
１
名
増
え
た
。

反
面
、
路
傍
講
演
の
場
所
、
方
法
(時
間
帯
に
よ
っ
て

人
通
り
の
変
化
、
ほ
と
ん
ど
立
ち
止
っ
て
聞
く
人
は
い
な

い
)、
ま
た
講
演
弁
士
は
各
組
(管
内
組
数
は
８
。
今
回
は

そ
の
内
の
４
組
か
ら
選
出
)か
ら
選
出
と
い
う
事
前
の
取

り
決
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
路
傍
講
演
は
苦
手
だ
と
い
う

理
由
で
弁
士
を
辞
退
す
る
人
も
。
結
果
、
毎
年
、
同
じ
人

が
弁
士
を
つ
と
め
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
活
動

に
課
題
を
残
し
た
。

道行く人達に親神様のお話しをする参加者

節

甲
井
分
教
会
前
会
長

山
田
敏

教

こ
の
せ
か
い
山
ぐ
ゑ
な
そ
も
か
み
な
り
も

ぢ
し
ん
を
ふ
か
ぜ
月
日
り
い
ふ
く

六

91

地
震
に
関
す
る
「
お
ふ
で
さ
き
」
を
悟
ら
せ
て
頂
く
と
、

親
神
様
の
残
念
、
立
腹
と
思
わ
せ
て
頂
け
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
お
歌
の
背
景
に
あ
る
権
勢
を
も
っ

て
、
本
教
を
弾
圧
し
た
人
々
「
高
山
」
の
横
暴
に
対
し
て

の
お
こ
と
ば
と
、
同
時
に
「
高
山
」
を
恐
れ
て
、
神
一
条

か
ら
遠
ざ
か
っ
た
人
々
に
対
す
る
警
鐘
と
、
悟
ら
せ
て
頂

け
る
。
こ
の
地
球
上
で
、
又
、
国
際
社
会
で
、
常
に
一
番

先
頭
を
走
っ
て
き
た
日
本
は
最
近
は
存
在
感
を
失
い
、
国

際
化
の
波
に
の
れ
ず
将
来
像
も
、
夢
も
な
い
、
ま
っ
た
く

つ
か
め
な
い
教
育
は
、
画
一
的
で
、
政
治
と
来
た
ら
(八

月
二
十
三
日
の
産
経
新
聞
に
民
主
代
表
選
ど
ん
ぐ
り
の
背

比
べ
、
永
遠
の
た
ら
い
回
し
)信
念
も
、
目
標
も
な
く
な
っ

て
い
る
様
な
気
が
し
て
い
る
昨
今
に
い
る
中
に
大
震
災
が

発
生
し
、
人
間
の
力
の
す
べ
て
を
打
ち
の
め
す
ほ
ど
の
地

震
と
津
波
が
東
日
本
を
襲
っ
た
。
自
然
の
猛
威
に
、
た
だ

た
だ
、
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
で
、
も
う
半
年
。
み
ち

と

談
話

室

声高らかに神名流しを(府中市石州街道で)
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も
九
月
号
に
よ
る
と
、
震
災
発
生
直
後
よ
り
七
月
二
十
日

迄
の
百
三
十
日
間
、
延
べ
一
万
八
千
六
二
一
人
の
災
救
隊

員
の
活
動
報
告
が
発
表
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
感
動
と
感
謝

で
一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
教
会
で
も
、
自
主
的
な
出
勤

が
な
さ
れ
、
ま
だ
あ
る
な
ら
私
も
と
、
ひ
の
き
し
ん
本
来

の
、
勇
み
心
が
伝
わ
っ
て
見
送
る
私
達
迄
も
が
、
勇
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
日
本
は
、
過
去
、
二
度
の
奇
跡
を
起
こ

し
て
居
る
が
、
必
ず
三
度
目
の
御
守
護
を
(奇
跡
を
起
こ

し
)ど
う
し
て
も
、
東
日
本
、
日
本
を
復
活
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
繊
細
さ
で
、
緻
密
、
探
求
心
が
強

く
、
勤
勉
な
民
族
の
日
本
人
は
、
素
晴
ら
し
い
国
民
性
が

あ
る
。
明
治
の
お
道
の
先
人
達
の
信
仰
の
す
ば
ら
し
さ
と

同
様
、
過
去
の
奇
跡
の
一
つ
は
、
明
治
維
新
の
時
代
、
幕

藩
体
制
か
ら
近
代
国
家
を
あ
っ
と
い
う
間
に
作
っ
た
事
。

そ
の
中
に
三
〇
〇
を
超
え
る
諸
藩
の
教
育
体
制
で
現
在
の

一
律
な
教
育
制
度
と
は
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
ご
と
の
教

育
が
行
わ
れ
特
色
を
持
っ
て
、
熱
意
あ
る
教
育
で
素
晴
ら

し
い
人
材
が
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
、
今
日
の
日
本
が

あ
る
と
思
う
。

も
う
一
つ
の
奇
跡
は
、終
戦
後
わ
ず
か
の
間
に
復
興
し
、

世
界
有
数
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
事
だ
と
思
う
。
敗
戦
で

廃
墟
に
な
っ
た
土
地
で
、
皆
な
が
寝
食
を
忘
れ
て
働
き
立

ち
直
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
経
済
大
国
」
の
時
代
が

来
た
私
達
(昭
和
十
八
年
生
)が
、
若
い
時
代
、
新
幹
線
が

出
来
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
万
博
と
、
お
祭
り
騒
ぎ
の
道
中
、

真
面
目
な
実
直
な
、
国
民
性
が
色
あ
せ
、
人
々
は
考
え
な

く
な
り
闘
争
心
も
な
く
経
済
的
な
、豊
か
さ
だ
け
を
求
め
、

日
本
の
文
化
、
生
活
文
化
の
豊
か
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
未

来
を
担
う
子
供
は
、
親
の
思
い
の
ま
ま
に
、
敷
い
た
レ
ー

ル
の
上
を
走
る
の
に
精
一
杯
で
、想
像
力
を
つ
け
る
為
の
、

貴
重
な
時
間
さ
え
も
な
い
。
八
月
二
十
二
日
か
ら
の
少
年

会
の
キ
ャ
ン
プ
等
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
大
変
だ
と
思
う

が
、
も
っ
と
も
っ
と
大
勢
参
加
し
、
自
然
の
中
で
自
由
奔

放
に
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
。
本
来
、
子
供
は
友
達
と
、
自

由
に
、
自
然
と
戯
れ
な
が
ら
遊
ん
で
、
好
奇
心
、
感
性
を

磨
き
、
挑
戦
す
る
勇
気
や
責
任
感
を
、
身
に
つ
け
て
行
く

の
で
あ
る
が
、
今
、
子
供
達
は
過
保
護
に
育
て
ら
れ
、
自

分
で
考
え
る
体
験
が
、
絶
対
必
要
で
あ
り
緊
張
感
も
、
判

断
力
の
な
い
ま
ま
成
人
し
、
大
人
の
仲
間
入
り
す
る
や
、

社
会
を
支
え
る
立
場
に
立
つ
。
正
し
い
価
値
観
で
物
事
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
際
社
会
で
立
ち
遅
れ
て
い
る

今
の
日
本
を
、
子
供
を
、
取
り
巻
く
状
況
は
、
決
し
て
無

関
係
で
は
な
い
と
思
う
。
改
め
て
、
少
年
会
の
お
泊
ま
り

会
、
子
供
お
ぢ
ば
が
え
り
、
学
生
生
徒
修
養
会
と
大
事
だ

と
思
わ
せ
て
頂
く
の
で
あ
る
。
私
達
の
時
代
は
、
自
分
で

生
き
る
力
を
、
身
に
つ
け
な
い
と
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

を
皆
な
が
持
っ
て
い
た
が
、
今
は
、
自
分
の
意
志
が
希
薄

で
、
人
と
直
接
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
な
い
。
芯
の
弱
い

今
の
若
者
や
子
供
を
見
て
い
る
と
日
本
の
将
来
が
淋
し
く

な
る
。
人
間
性
を
育
む
教
育
を
行
い
、
自
分
な
り
の
価
値

観
を
も
つ
自
立
し
た
個
人
を
つ
く
り
、
家
族
や
地
域
へ
の

愛
情
を
持
っ
た
日
本
人
の
国
民
性
を
回
復
し
た
い
も
の
だ
。

改
め
て
元
に
戻
り

こ
の
は
な
し
な
ん
と
を
も
ふ
て
き
い
て
い
る

て
ん
び
火
の
あ
め
う
み
わ
つ
な
み
や

六
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こ
ら
ほ
ど
の
月
日
の
心
し
ん
バ
い
を

せ
か
い
ぢ
う
ハ
な
ん
と
を
も
て
る

六
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と
の
お
ふ
で
さ
き
の
お
歌
か
ら
す
れ
ば
、こ
う
し
た
節
は
、

広
く
「
せ
か
い
」
に
対
し
て
、
お
の
べ
に
な
っ
た
警
告
で

あ
り
、
我
々
一
人
ひ
と
り
が
、
親
神
様
の
真
意
を
悟
り
、

心
を
立
て
替
え
て
、
い
く
た
め
の
も
の
と
思
う
。
決
し
て

罹
災
さ
れ
た
方
々
に
向
け
ら
れ
た
、お
こ
と
ば
で
は
な
い
。

今
現
在
「
高
山
」
に
つ
い
て
思
う
事
は
、
社
会
全
体
に
漂

う
自
己
中
心
主
義
な
流
れ
と
す
べ
て
を
、
金
銭
や
、
人
知
、

人
力
で
あ
や
つ
ろ
う
と
す
る
人
間
の
傲
慢
さ
だ
と
思
う
。

お
さ
し
づ
に

…
…
ず
つ
な
い
事
は
ふ
し
、
ふ
し
か
ら
芽
を
吹
く
。

や
れ
ふ
し
や
く
、
楽
し
み
や
と
、
大
き
心
を
持
っ

て
く
れ
。
…
…
(後
略
)

明
･３
･５
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と
お
さ
と
し
、
お
教
え
い
た
だ
い
て
い
る
中
、
こ
れ
ほ
ど

の
今
回
の
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
て
も
、
長
い
月
日
に

は
、
必
ず
芽
が
出
て
く
る
。
我
々
よ
ふ
ぼ
く
が
、
一
丸
と

な
っ
て
活
動
に
、
又
、
に
を
い
が
け
、
お
た
す
け
に
心
注

げ
ば
必
ず
御
守
護
頂
け
る
し
、
親
の
思
い
を
感
じ
て
、
勇

ん
で
た
す
け
合
う
中
に
、
い
か
な
る
災
難
困
難
な
節
か
ら

も
、
芽
が
吹
き
、
今
か
ら
先
々
楽
し
み
な
道
を
通
ら
せ
て

頂
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
我
々
皆
、
親
神
様
の
子
供

で
あ
り
兄
弟
姉
妹
で
、親
神
様
の
懐
に
住
ま
わ
せ
て
頂
き
、



い
き

い
き

エ
ピ
ソ

ー
ド

８

初
代
会
長
の
お
た
す
け

初
代
会
長
の
お
た
す
け
話
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な

い
。
無
理
も
な
い
と
思
う
。
笠
岡
に
帰
っ
て
来
た
時
の

家
族
構
成
は
、
上
原
佐
吉
、
本
人
、
長
女
･光
、
五
女
･

フ
サ
、
笠
原
イ
シ
の
五
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
笠
原
荒
太

が
後
に
加
わ
る
が
、
年
齢
を
み
る
と
、
家
族
で
あ
る
佐

吉
･光
･フ
サ
は
七
十
歳
と
七
歳
と
一
歳
、
イ
シ
さ
ん
は

東
京
に
出
た
佐
助
さ
ん
の
腹
違
い
の
妹
で
辻
川
家
に
嫁

温
故

知
新

ぎ
、
荒
太
氏
は
佐
助
さ
ん
の
子
供
で
あ
る
が
、
笠
岡
市

大
島
の
難
藤
家
に
預
か
っ
て
頂
い
て
い
た
の
を
、
初
代

が
申
し
訳
な
い
と
言
っ
て
引
き
取
っ
た
方
で
あ
る
。(こ

の
件
に
つ
い
て
は
又
機
会
が
あ
れ
ば
詳
述
し
た
い
。
)

初
代
は
、「
笠
岡
の
道
は
歩
い
て
歩
い
て
つ
い
た
道
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
そ
の
お
た
す
け
、
に
を
い
が
け
に

同
行
し
た
者
は
誰
も
い
な
い
し
、
帰
っ
て
来
て
も
話
す

に
足
る
人
は
、
年
老
い
た
佐
吉
さ
ん
以
外
に
傍
に
誰
も

い
な
か
っ
た
。
お
た
す
け
戴
い
て
次
々
と
上
原
家
を
訪

れ
る
人
で
毎
日
ご
っ
た
返
す
中
で
教
会
設
立
と
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

昭
和
初
年
、
三
代
会
長
･上
原
繁
雄
の
意
思
で
役
員
･

川
合
梅
太
郎
が
中
心
と
な
っ
て
「
笠
岡
分
教
会
史
」
が

昭
和
七
年
上
梓
さ
れ
た
。
初
代
の
聞
き
書
き
が
な
さ
れ

た
と
思
う
が
、
助
け
ら
れ
た
人
々
が
存
命
で
い
る
時
代

で
あ
り
、「
あ
の
時
は
な
あ
・
・
・
」
と
い
う
風
に
お

た
す
け
話
を
話
す
訳
に
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

幸
い
初
代
は
長
命
で
あ
っ
た
。
笠
岡
支
教
会
と
し
て

名
称
が
設
立
さ
れ
て
、
分
教
会
、
中
教
会
、
笠
岡
大
教

会
と
陞
級
し
て
後
、
昭
和
十
七
年
に
出
直
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
間
、
部
内
教
会
長
を
は
じ
め
、
そ
の
家
内
、

役
員
、
よ
ふ
ぼ
く
達
が
時
折
訪
れ
て
お
た
す
け
を
受
け

た
り
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
、
上
原

さ
と
三
十
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
が
、数
人
の
教
会
長
、

役
員
達
が
想
い
出
話
を
語
っ
て
い
る
。
貴
重
な
話
な
の

で
、
こ
こ
に
収
録
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
最
初
に
演
壇
に
立
た
れ
た
の
は
門
脇
一
教
氏
で

あ
る
。
一
教
氏
は
明
治
中
頃
、
笠
岡
初
代
の
命
を
受
け

て
島
根
の
地
盤
に
笠
岡
か
ら
修
理
丹
精
に
赴
き
教
会
設

立
を
し
た
初
代
･淺
野
彌
三
郎
氏
の
長
男
で
、
三
代
会

長
･門
脇
清
太
郎
氏
に
、
と
て
も
な
つ
い
て
彌
三
郎
氏

が
島
根
を
引
き
揚
げ
る
時
に
門
脇
家
に
残
し
て
き
た
人

で
あ
る
。
一
教
氏
六
歳
の
時
で
あ
る
。
生
ま
れ
な
が
ら

に
奇
し
き
因
縁
を
持
っ
た
人
と
言
う
べ
き
な
の
か
。
成

人
し
て
四
代
会
長
に
就
任
し
島
根
分
教
会
の
疾
風
怒
濤

の
時
代
を
部
内
教
会
を
丹
精
し
て
教
勢
伸
展
に
努
め
、

明
治
時
代
内
務
省
訓
令
に
よ
り
名
称
取
消
と
な
り
、
復

興
し
た
折
り
「
島
根
分
教
会
」
で
は
地
方
庁
の
認
可
が

取
れ
ず
や
む
な
く
「
雲
東
分
教
会
」
と
し
て
復
興
認
可

の
下
り
た
名
称
を
元
の
「
島
根
」
に
見
事
に
復
興
し
た

中
興
の
祖
で
あ
る
。
島
根
教
区
長
を
永
年
勤
め
、
私
が

道
友
社
に
い
た
頃
、
出
雲
民
芸
紙
製
作
で
著
明
だ
っ
た

安
部
榮
四
郎
さ
ん
(昭
和
四
十
三
年
三
月
人
間
国
宝
に

指
定
)を
紹
介
頂
い
た
事
が
あ
っ
た
。
今
か
ら
思
え
ば

身
上
を
押
し
て
、
よ
く
紹
介
の
労
を
執
っ
て
下
さ
っ
た

と
思
う
。
以
下
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
二
十
日
の
想
い

出
話
の
要
旨
で
あ
る
。

「
大
正
七
年
十
月
、
数
え
て
二
十
二
歳
の
秋
の
事
で

あ
り
ま
し
た
。
本
部
大
祭
に
帰
っ
て
二
十
六
日
の
夕
づ
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銘
々
が
、
か
り
も
の
の
体
を
使
わ
せ
て
頂
き
、
心
一
つ
を

わ
が
の
も
の
と
し
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
そ
う
し
た
お
互

い
が
陽
気
ぐ
ら
し
を
す
る
為
、
日
常
生
活
の
中
で
心
の
ほ

こ
り
を
払
い
、
心
を
澄
ま
し
て
、
た
す
け
合
っ
て
頑
張
っ

て
共
々
に
勇
ま
せ
て
頂
く
中
に
、
一
日
も
早
く
、
こ
の
度

罹
災
さ
れ
た
方
々
の
笑
顔
が
見
れ
ま
す
よ
う
、
希
望
を

持
っ
て
節
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
皆
な
で
支

え
続
け
て
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
更
に
は
又
、
十

一
月
三
十
日
、
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
大
教
会
創
立
百

二
十
周
年
記
念
祭
に
向
け
て
、
よ
ふ
ぼ
く
一
同
一
丸
と

な
っ
て
、
親
の
思
い
に
添
わ
せ
て
頂
け
る
様
、
心
を
一
つ

に
し
て
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
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と
め
に
参
拝
し
て
、
そ
の
後
芦
津
詰
所
に
ど
う
し
て

帰
っ
て
来
た
か
分
ら
ず
急
に
意
識
を
失
っ
た
ら
し
い
。

意
識
が
戻
っ
た
の
は
、
二
十
九
日
の
朝
で
し
た
。
芦
津

の
詰
所
の
一
室
に
寝
せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
(当
時
笠

岡
は
芦
津
部
内
)。
そ
し
て
枕
元
に
初
代
様
と
叔
母
の

相
田
フ
サ
が
坐
っ
て
い
て
、
お
二
人
が
看
護
し
て
下

さ
っ
た
の
を
知
り
ま
し
た
。
意
識
は
戻
っ
た
が
物
は
言

え
ず
、
手
も
足
も
十
分
動
か
ず
、
初
代
様
が
、「
カ
ズ

さ
ん
や
、
分
か
る
か
。
カ
ズ
さ
ん
や
分
か
る
か
」
と
呼

ん
で
下
さ
っ
て
お
り
、
大
変
な
事
に
な
っ
て
い
る
と
は

気
が
つ
き
ま
し
た
。
初
代
様
は
「
大
変
な
事
や
で
」
と

仰
っ
て
下
さ
り
、
私
は
初
め
て
容
易
で
な
い
身
上
と
気

づ
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
不
思
議
に
躰
の
他
の
部
分
が

ど
う
痛
む
と
い
う
事
も
な
く
、
腹
が
減
っ
て
腹
が
減
っ

て
何
か
食
べ
た
く
て
し
ょ
う
が
な
く
、
枕
元
に
リ
ン
ゴ

や
柿
や
バ
ナ
ナ
等
が
沢
山
あ
っ
た
の
で
思
わ
ず
手
を
出

し
た
。
後
で
分
か
っ
た
事
で
す
が
、
芦
津
大
教
会
長
様

や
岡
島
先
生
、
奥
田
先
生
が
見
舞
い
に
来
て
持
っ
て
下

さ
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
そ
れ
を
見
て
初
代
様
が
、
大

変
キ
ツ
イ
声
で
お
咎
め
に
な
り
、「
一
体
誰
に
許
さ
れ

て
食
べ
る
の
か
。
カ
ズ
さ
ん
は
な
あ
、
二
十
六
日
の
夕

づ
と
め
の
後
、
分
か
ら
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
今
日
は
二

十
九
日
や
、
エ
ラ
イ
事
や
。
島
根
へ
電
報
を
打
と
う
と

思
う
た
が
、
ワ
ザ
ワ
ザ
遠
方
か
ら
来
さ
す
の
に
、
も
う

す
こ
し
様
子
を
見
て
と
思
う
て
、
手
紙
を
出
し
て
お
い

た
。」
と
言
わ
れ
た
。
本
当
は
も
し
も
の
事
が
あ
ろ
う

と
思
い
連
絡
は
控
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
枕
元
に
置
い
て
あ
る
土
瓶
を
持
ち
上
げ
捧
げ
て
拝
ま

れ
、「
カ
ズ
さ
ん
や
。
こ
の
お
水
を
戴
い
て
死
ん
だ
ら

本
望
や
で
。
芦
津
大
教
会
の
初
代
の
奥
様
が
、
教
祖
の

お
守
り
を
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
御
願
い
し
ま
し
て
存

命
の
教
祖
の
戴
か
れ
た
お
水
を
頂
戴
し
て
来
ら
れ
た
の

や
で
。
カ
ズ
さ
ん
こ
の
お
水
を
戴
い
た
ら
本
望
や
ろ
。

そ
れ
を
知
ら
ん
こ
に
、
枕
元
の
果
物
に
手
を
出
す
と
は

何
事
か
。
カ
ズ
さ
ん
や
、
よ
う
聴
け
。
お
前
は
親
と
六

歳
の
時
別
れ
て
、
島
根
の
門
脇
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ

て
育
て
て
貰
う
た
。
だ
か
ら
私
は
、
か
ん
ろ
う
台
に
参

拝
し
て
救
け
て
下
さ
い
と
は
御
願
い
し
て
お
ら
ん
で
。

こ
の
子
が
将
来
お
道
の
御
用
に
使
う
て
戴
け
る
な
ら
、

使
う
て
下
さ
い
ま
せ
と
御
願
い
し
て
い
る
。
こ
の
私
の

言
う
事
が
分
か
る
か
」
と
仰
る
。
そ
し
て
私
が
分
か
り

ま
し
た
と
の
思
い
を
込
め
て
頭
で
頷
く
と
ニ
ッ
コ
リ
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
ワ
イ
の
言
う
事
が
分
か
る
か
。
ワ
イ
の
い
う
事
が

分
か
っ
た
ら
、
サ
ア
戴
け
」
と
言
う
て
、
お
水
を
呑
ま

せ
て
下
さ
れ
バ
ナ
ナ
の
皮
を
剥
い
て
、
私
の
口
の
中
に

押
し
込
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。「
皆
様
の
真
実
で
戴
い

た
物
だ
か
ら
、
有
難
く
戴
け
」
と
も
仰
い
ま
し
た
。

翌
日
の
三
十
日
夕
方
に
は
奥
田
先
生
に
お
ぶ
さ
り
、

風
呂
に
入
れ
て
戴
き
、
廊
下
伝
い
に
杖
を
付
い
て
歩
い

て
部
屋
ま
で
帰
っ
た
の
が
歩
き
初
め
で
し
た
。
島
根
に

帰
ら
せ
て
貰
っ
た
の
は
十
一
月
十
一
日
で
御
座
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
曲
が
り
な
り
に
も
道
の

中
を
通
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
の
は
、
実
に
そ
の
時
の
初

代
様
の
お
救
け
、
お
導
き
の
御
陰
で
御
座
い
ま
す
。
思

え
ば
い
ろ
い
ろ
と
尽
き
な
い
事
で
御
座
い
ま
す
。
爾
来

今
日
ま
で
と
に
か
く
お
道
の
御
用
一
筋
に
使
う
て
頂
い

て
参
り
ま
し
た
。
今
日
、
初
代
様
に
何
の
ご
恩
報
じ
も

出
来
ま
せ
ん
。た
だ
私
が
神
様
の
御
用
に
使
う
て
戴
き
、

今
日
ま
で
生
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
は
、
ま
こ
と
に
笠

岡
初
代
様
の
お
陰
で
御
座
い
ま
す
。
そ
の
ご
恩
に
島
根

よ
り
手
を
合
わ
せ
て
日
々
御
礼
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。」以
上
で
あ
る
。
一
教
氏
は
こ
の
後
、
大
正
九
年
三
月
、

部
内
の
出
雲
分
教
会
二
代
会
長
に
就
任
し
大
正
十
三
年

ま
で
勤
め
て
い
る
。
当
時
の
出
雲
の
教
会
は
あ
ま
り
参

拝
者
が
な
く
、
あ
る
時
の
月
次
祭
に
は
、
参
拝
場
に
座

布
団
を
折
り
立
て
並
べ
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
話
を
し

た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。
島
根
分
教
会
四
代
会

長
に
は
、
大
正
十
五
年
就
任
し
て
い
る
。
初
代
会
長
で

あ
っ
た
実
父
･彌
三
郎
氏
は
本
庄
(島
根
分
教
会
所
在

地
)か
ら
大
東
(出
雲
分
教
会
所
在
地
)へ
お
救
け
に
出

て
苦
労
さ
れ
て
い
る
事
を
思
う
と
、
こ
こ
に
も
何
か
親

と
子
の
魂
の
い
ん
ね
ん
を
感
じ
る
。
次
回
は
一
度
「
か

さ
お
か
」
に
収
録
し
た
事
が
あ
る
が
、
彌
三
郎
氏
の
島

根
･大
東
の
お
た
す
け
苦
労
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た

い
。

( 笠
岡
史
料
部
長
)
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教会おとまり会の報告
▼米美隊

実 施 日 平成２３年３月２９日・３０日

参加者数 少年会員５人 育成会員２人 合計７人

プログラム ２９日 １１：００ 集 合。

１２：００ 昼食、テレビ、娯楽等。

１８：３０ 夕つとめ、入浴。

２１：００ 就 寝。

３０日 ６：００ 朝つとめ。

７：３０ 朝食、勉強等。

１２：００ 昼 食。

１３：００ 解 散。

所 感 里親の「家庭体験」事業として、一時預りをした子供と共に実施しまし

た。

２才半の幼児を預り、教会で一緒に寝泊まりしましたが、女の子達が喜

んで面倒を見ていました。

▼亀田山隊

実 施 日 平成２３年７月２日・３日

参加者数 少年会員１９人 育成会員２人 合計２１人

プログラム ２日 １６：００ 集合、公園ゴミ拾い、おつとめ練習。

１８：３０ 夕づとめ、夕食、自由時間、入浴。

２１：３０ おやすみ行事、就寝。

３日 ６：００ 起 床。

３０ 朝づとめ。

７：３０ 朝 食。

８：１５ 解 散。

所 感 こどもおぢばがえり勧誘を兼ねての実施。

シンプルな内容でつとめさせて頂きました。

▼香地華隊

実 施 日 平成２３年７月２８日・２９日

参加者数 少年会員２人 育成会員１人 合計３人

プログラム ２７日 ２２：００ 髙屋参拝、髙屋にて就寝。

２８日 ８：３０ 香地華分教会へ移動、参拝、おつとめ。

川遊び、勉強、読書。

１２：００ 昼食づくり、昼食。

川遊び、自由時間

１８：３０ 夕づとめ（香地華）

２０：００ 髙屋参拝、宿泊。

２９日 こども団参出発。

所 感 いつもの２人が来てくれて今年もおとまり会が出来ました。ありがとう

ございました。
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▼髙屋隊

実 施 日 平成２３年８月９日・１０日

参加者数 少年会員９人 育成会員５人 合計１４人

プログラム ９日 １６：００ 集合、宿題。

１７：００ ＤＶＤ鑑賞。

１８：３０ 夕づとめ、教話。

１９：００ 夕 食。

２０：００ 花 火。

２１：００ 入浴、就寝。

１０日 ５：３０ 起床、洗面。

６：００ 朝づとめ。

７：００ 朝 食。

８：００ 川遊びへ。

１６：００ 解 散。

所 感 学校行事と重なり、人数は少なかったので残念でした。

特に何をしたという事はないのですが、子供達の自由にさせていまし

た。こういうおとまり会だとあまり負担に思わなくてすみますので、ど

の教会でも実施できると思います。

▼天場山隊

実 施 日 平成２３年８月９日・１０日

参加者数 少年会員５人 育成会員２人 合計７人

プログラム ９日 １８：００ 集合、夕食。

１９：００ 夕づとめ。

３０ 入浴、ゲーム。

２１：００ おやすみ行事、消灯。

１０日 ６：３０ 起 床。

７：００ 朝づとめ、ひのきしん、朝食。

９：００ 海 水 浴。

１２：３０ 昼食、休憩。

１４：３０ 解 散。

所 感 夜には一緒にゲームをしたり、朝は海水浴と、子供達も少人数ながら

大喜びでした。

▼福山隊

実 施 日 平成２３年８月１１日・１２日

参加者数 少年会員２０人 育成会員６人 合計２６人

プログラム １１日 １７：００ 集合。

３０ 夕食、入浴。

１８：３０ 夕づとめ、会長さんのお話。

１９：３０ ゲームラリー、かき氷など。

２１：００ ふとんをひく、自由。

２２：００ 消 灯。

１２日 ５：１５ 起 床。

４５ 朝づとめ、会長さんのお話。
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６：１５ ひのきしん。

７：００ 朝 食。

９：００ プールに出発。

１０：００ プ ー ル。

１３：００ 昼 食。

１４：００ 解 散。

所 感 今回は夏休みということで、はじめて姉･弟で参加してくれる子もあり、

たくさんの人数でおとまり会をすることができ、にぎやかでした。

ゲームラリーも暑い中でしたが、みんな楽しく参加してくれ、よかった

です。

２日目もプールに行き、みんな仲良く、事故もなく、すごすことができ

ました。ありがたいかぎりです。こどもおぢばがえりには、なかなか参加

してくれる子が少ないですが、来年こそは、一人でも参加者がふえてくれ

るよう願っています。

▼坪生隊

実 施 日 平成２３年８月１２日・１３日

参加者数 少年会員８人 育成会員７人 合計１５人

プログラム １２日 １３：００ 集合、三殿礼拝、会長様お話。

３０ 川遊び（天神峡）。

１６：３０ 夕食準備、ひのきしん。

１７：００ 夕 食。

１８：００ 夕づとめ、会長様お話。

２０：００ 薬師様参拝（教会の上で、当日、祭りでした）

２０：１５ 花 火。

２２：００ 消 灯。

１３日 ５：３０ 起 床。

６：００ 朝づとめ。

３０ ひのきしん（ゴミ拾い）

７：３０ 朝 食。

８：３０ 三殿礼拝、会長様お話、解散。

所 感 いつもになく少人数でしたが、皆、楽しんでくれた様に思います。

１２日の夜、教会のすぐ上の薬師堂の祭典で、それに皆んなで参拝をさ

せて頂きました。又その後、花火をさせて頂き、その時、近所の子供が３

名参加してくれました。

夜は高校生大学生も来てくれ、手伝ってくれ、又、夜遅くまで話してい

たようです。

おとまり会出身者がこうして夜集まってくれる、ありがたいことです。



かさおか 立教174年(平成23年/2011年)10月21日 第50巻 第10号○10

▼髙児島隊

実 施 日 平成２３年８月１４日・１５日

参加者数 少年会員５人 育成会員５人 合計１０人

プログラム １４日 １８：３０ 集合、夕づとめ、お話。

１９：００ 夕 食。

２０：００ お風呂、花火。

２２：００ 消 灯。

１５日 ６：３０ 朝づとめ、ひのきしん（掃除）。

７：３０ 朝 食。

８：３０ 福山みろくの里。

解 散。

所 感 親せきの子供のみの参加でした。

来年はこどもおぢばがえりに行ってくれた子供さんにも声をかけて出来

ればと思います。。

▼稲瀬隊

実 施 日 平成２３年８月１９日・２０日

参加者数 少年会員８人 育成会員４人 合計１２人

プログラム １９日 １７：００～１８：００ 集 合。

１８：３０ おつとめ

夕食（カレー）。

１９：３０ お 風 呂。

２２：００ 就 寝。

２０日 ６：００ 起 床。

３０ 朝勤後朝食。

９：００頃から川へ行って泳ぎ乍

ら昼はバーベキューの

つもりでしたが、大雨

で教会の車庫でバーベ

キューをし、夕方解散

しました。

所 感 思ったより多くの人が寄って頂いてなごや

かなおとまり会が出来たと思います。

▼多古浦隊

実 施 日 平成２３年８月１９日（金）・２０日（土）

参加者数 少年会員２６人（内、教会おとまり１名） 育成会員８人 合計３４人

プログラム １９日 １７：３０ 教会へ集合。

（金） １８：００ おつとめ。

おつとめ後、会長よりお話。

１９：００ 夕 食 会。

その後、怖い話、肝だめし、トランプ etc。

２１：００ この日だけの者は解散。おとまり会の者はお風呂へ。

２２：００ 消 灯。
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２０日 ６：００ 朝づとめ。

（土） ７：００ 朝 食。

朝食後、とまった部屋の片付け。

解 散。

所 感 こどもおぢばがえり後の焼肉パーティーも恒例となり、人数もふえて来

ました。今年は雨天の為、食堂で開催。花火もなし。でもなごやかで、子

供も大人も満腹！

おとまり会は、少年会員１名だけでした。一回で行事をすまそうとして

考えが安易でした。来年は分けて考えたいと思います。

おとまり会参加の子は、家の事情も有り、２１日夕方まで教会で過して

くれました。

▼芦常隊（２回目投稿）

実 施 日 平成２３年８月１９日・２０日

参加者数 少年会員５人 育成会員６人 合計１１人

プログラム １９日 １８：００ 食 事。

（金） １９：００ 夕づとめ、会長お話、ゲーム。

２１：００ 入浴、就寝。

２０日 ７：００ 朝づとめ

（土） おつとめの練習。

４０ 朝食、後片づけ。

８：３０～９：２０ 隣地グラン

ドゴルフ場の草取りひ

のきしん。

９：４０ 夏休み宿題。

１２：００ 昼 食。

１５：３０ 甲山２０日えびす祭へ

中型バスで参加（東部支

部）。

２２：００ 帰会、風呂入浴、就寝。

所 感 甲山えびす祭への参加。今年で３回目の参

加で、東部支部内の少年会員がホコ行列の綱

を引く。

▼惠陽隊

実 施 日 平成２３年８月２０日・２１日

参加者数 少年会員１６人 育成会員５人 合計２１人

プログラム ２０日 １７：３０ 集 合。

１８：００ 夕 食。

３０ 夕づとめ、会長の話。

１９：００ 宿題（夏休みの）。

（この間、順番にお風呂）。

２１：００ ゲーム <ビンゴ>花火。

３０ 就寝（仲々寝ませんが）。
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２１日 ６：１５ 起 床。

３０ 朝づとめ、会長の話。

７：３０ 朝 食。

８：００ 部屋のかたづけ、掃除、廊下ふきひのきしん。

９：００ 自由時間。

１０：００ お や つ。

１１：００～１３：００ 市民体育館で球技、遊び大会、おにごっこ他。

その後昼食、解散。

所 感 こどもおぢばがえりに行きたかった子が集まってくれて、にぎやかにつ

とめさせて頂き、有りがたかったです。

次の日は雨だったので予定が少々変わって教会内のひのきしんをしてく

れて廊下がピカピカになり有りがたかったです。

外遊びをさせたかったのですが、市民体育

館を借り切って色々な球技大会が出来て、そ

の後は大人も混じっておにごっこをしたりで

逆に良かったという感想でした。夏休みのス

トレス解消だったのか思い切り走り回わって

楽しかったようです。

その後は昼食、参拝、会長の話、解散。喜

んで帰ってくれたのが何よりです。

▼廣町隊

実 施 日 平成２３年８月２３日・２４日

参加者数 少年会員５人 育成会員３人 合計８人

プログラム ２３日 １７：００ 集 合。

１８：００ 夕 食。

３０ 夕づとめ、会長様のお話。

１９：００ 夕食の後片付け（ひのきしん）。

３０ 花 火。

２０：００ お 風 呂。

２２：００ 消 灯。

２４日 ６：００ 起床、洗面。

３０ 朝づとめ。

７：００ 朝食の準備。

１５ 朝食、後片付け。

８：００ 自 由。

１０：００ プ ー ル。

１１：００ ひのきしん（そうじ等）。

１２：００ 昼食、解散。
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▼福勇隊

実 施 日 平成２３年８月２６日・２７日

参加者数 少年会員６人 育成会員４人 合計１０人

プログラム ２６日 ・夕づとめ。

・夕食準備、夕食、夕食後片付。

・花 火。

・入浴、就寝。

２７日 ・起床、洗面。

・朝づとめ、ひのきしん（草取り）。

・朝食、後片付け。

・お話、おつとめ練習、鳴物練習。

・おやつタイム。

・夏休み宿題、解散。

所 感 子供達は喜んでくれました。食事のカレーがおいしかったことと、夏休

みの宿題がだいぶ出来たことが良かったそうです。

第８４８期修養科募集要項

＊修養科期間

立教１７４年１２月１日～立教１７５年２月２７日

＊教 養 掛

３ヶ月間 北 川 治 史 （大教会准役員・稲 倉 分教会長）

１ヶ月目 福 島 泰 道 （瑞 北 分教会長）

２ヶ月目 豊 田 宏 哉 （府中市分教会長）

３ヶ月目 掛 谷 宣 和 （坪 生 分教会長）

＊募集要項

・志願者は、１２月末日現在で満１７歳以上で、必要書類を携え、上級教会を経由して大教会

に順序参拝すること。

・１１月２５日までに笠岡詰所に入所し、教養掛の面接を受けること。

・３ヶ月の修養期間を修了後は、大教会での修養科修了講習会を受講し、２月２９日午前１０

時に解散。

＊教 科 書（必須）

『おふでさき』、『みかぐらうた』、『天理教教典』、『稿本天理教教祖伝』。

＊参 考 書（出来れば持参）

『おてふり概要』、『なりもの練習譜』（笛・打楽器または三曲）、『おやしき・史跡案内』。

＊携 行 品

おつとめの扇、筆記用具、認印、笛（男鳴物の講義で笛と小鼓の内、笛を選択する人のみ）。

＊服 装

ハッピ及び帯・バンド、長ズボン（又は、それに類するもの）、靴。
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と
共
に
混
迷
を
深
め
る
人
々
の
心
に
一
筋
の
光
を
指
し
示
す
べ
く
一
人

で
も
多
く
の
人
に
親
の
思
い
を
伝
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
教
会
長
を
始
め
よ
ふ
ぼ
く
信
者
一
丸
と
な
っ
て
に
を
い
が
け
に
邁
進
さ
せ

て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
又
来
月
は
大
祭
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
直
轄
教
会
へ
の
大
祭
参
拝
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
十
一
月
三
十

日
の
創
立
百
二
十
周
年
記
念
祭
に
向
け
て
の
思
い
を
よ
り
強
く
し
て
残
さ
れ
た
日
々
と
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
成
人
の
歩
み
を
進

め
皆
揃
っ
て
心
晴
れ
や
か
な
記
念
祭
と
な
る
よ
う
誓
い
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
旬
の
理
を
生
か
し
つ
つ
御
恩
報
じ
の
心
一
筋
に
た
す
け
一
条
に
邁
進
す
る
皆
の
誠
真
実
の
心
を
お
受
け
取
り

下
さ
り
願
う
心
の
誠
の
理
に
尚
も
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
ま
し
て
世
界
中
の
人
が
待
ち
望
む
陽
気
づ
く
め
の
世
の
状
に
一
日
も
早

く
立
て
替
わ
り
ま
す
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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大
教
会
で
は
３
月
日
、
春
季
霊
祭
に

22

先
立
ち
大
教
会
長
様
祭
主
の
も
と
合
祀
を

行
い
、
新
た
に
柱
の
神
霊
を
大
教
会
祖

43

霊
殿
に
合
祀
し
た
。

○
神
霊
は
次
の
通
り

門
脇
誠
教
、
中
島
宇
一
、
赤
木
由
枝
、

三
島
克
巳
、
藤
井
昭
子
、
豊
田
道
人
、

黑
瀨
修
弐
、
高
木
一
夫
、
開
地
俊
夫
、

桑
田
正
則
、
石
井
幸
、
森
本
浪
江
、

佐
々
木
滋
郎
、
福
島
忠
、
三
阪
道
輝
、

東
濱
十
三
雄
、
宮
﨑
可
夫
、
吉
岡
智
三
、

松
岡
陸
代
、
下
村
信
義
、
渡
邉
勇
喜
、

内
田
華
惠
、
岩
﨑
吉
男
、
高
橋
久
光
、

仙
田
夫
次
、
村
川
秀
夫
、
渡
邉
ス
ミ
エ
、

佐
藤
ミ
ツ
コ
、
小
池
宏
一
、
佐
藤
昌
平
、

難
波
猪
八
郎
、
酒
本
喜
之
、
田
中
照
夫
、

三
宅
一
正
、
箕
成
一
夫
、
髙
田
弘
之
、

橘
髙
キ
ヌ
ヨ
、
時
宗
一
善
、
井
上
モ
モ
ヨ
、

奥
忠
儀
、
畑
敏
男
、
谷
内
千
代
子
、

宮
本
お
ふ
さ
。

新
た

に
柱

を
合

祀

43
３

月
日

執
行

22

＜実行委員会＞

○創立120周年記念祭について

h参拝者目標 ３，０００人（９月２０日 第２回集計 １，７０４人）

１０月２０日 第３回参拝予定者報告

１０月２９日 参拝券配布

h記念祭スケジュール・各係員・駐車場案内図を本誌別冊にて発表
hおつとめ時、部内教会長は教服にて結界内で参拝

＜庶 務 部＞

○教会長・布教所長 家族調査

h加筆訂正のない場合も、用紙左上の欄に確認日を記入し確認印を押印してください。
h配布した用紙は、紛失しないように厳重に取扱い、必ず、１０月末日までに提出してくだ
さい。

＜布 教 部＞

○お帰り講話

期 日 １０月２５日 詰所講堂

講 師 茶木谷 吉 信 先生（本部布教二課研究員。大江大教会部属・正代分教会長）

＜海 外 部＞

○記念祭当日、英語・中国語・ポルトガル語の同時通訳を行います。（教会に該

当の方があれば海外部までご連絡下さい）

＜詰 所 掛＞

○１０月１日から佐藤順氏（御野分）が勤務されています

＜青 年 会＞

○毎月ひのきしん

h９月分 ９月１８日実施 参加者３５人

h１０月分は１０月３０日（日）『青年会員のつどい』のプログラム内で実施

＜少 年 会＞

○教会おとまり会実施教会は報告書を提出して下さい
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◎
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

自
立
教
年
月
１
日

174

10

至
立
教
年
月
８
日

174

10

米
府

折
田
英
昭

自
立
教
年
月
９
日

174

10

至
立
教

年
月
日

174

10

15

松
都

勝
田
直
樹

◎
立
教

年
秋
季
大
祭
参
拝

174

福
山

佐
藤
道
孝

髙
屋

大
教
会
奥
様

神
邉

岡
本
久
善

島
根

吉
岡

壽

久
松

吉
岡

壽

鶴
山

大
教
会
長
様

弥
髙
山

岡
本
久
善

陽
備

上
原
繁
道

摩
耶

中
村
邦
義

金
浦

佐
藤
道
孝

興
明

大
教
会
奥
様

ひ
ろ
さ
と

佐
藤
道
孝

陶
山

吉
岡

壽

芳
井

大
教
会
長
様

大
教
会
だ
よ
り

呉
照

中
村

剛

海
松
ヶ
岡

上
原
繁

道

東
悠

岡
本
久
善

吸
江

上
原
繁
道

照
陽

大
教
会
長
様

輝
美
濃

岡
本
久
善

新
山
邑

上
原
繁
道

呰
部

大
教
会
奥
様

明
石
市

吉
岡

壽

上
下

田
中
一
之

府
中
市

大
教
会
長
様

東
城

大
教
会
長
様

服
部

中
村
邦
義

島
中

中
村
邦
義

驛
家

佐
藤
道
孝

油
木

田
中
一
之

葦
陽

大
教
会
奥
様

湯
田
原

田
中
一
之

備
中

田
中
一
之

神
昭

中
村

剛

美
之
郷

中
村

剛

錦
備

岡
本
久
善

笠
晴

大
教
会
奥
様

教
会
長
路
傍
講
演
に
参
加
し
た
。
当
支

部
は
４
箇
所
に
別
れ
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｒ
の
駅

前
で
時
か
ら
１
時
間
の
行
事
だ
。
残
念

10

な
が
ら
参
加
者
が
年
々
減
っ
て
多
い
と
き

の
半
分
位
に
な
っ
た
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う

か
な
あ
？
私
は
絶
対
参
加
し
ま
す
。
毎

年
の
こ
と
な
が
ら
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
握
る

と
思
わ
ず
押
す
ス
イ
ッ
チ
に
力
が
入
り
ま

す
。
教
祖
の
こ
と
、
神
殿
の
こ
と
、
朝
夕

の
お
つ
と
め
、
月
次
祭
の
話
し
、
修
養
科

の
話
し
等
を
申
し
上
げ
る
。
バ
ス
停
か
ら

次
々
に
下
車
し
て
く
る
人
達
、
歩
い
て
駅

に
来
ら
れ
る
人
達
、
コ
ン
ビ
ニ
や
大
き
な

ス
ト
ア
の
買
い
物
客
達
…
…
。
そ
の
方
達

に
向
か
っ
て
懸
命
に
話
し
す
る
。横
に「
陽

気
ぐ
ら
し
、
天
理
教
、
感
謝
、
慎
み
、
た

す
け
あ
い
」
の
旗
差
し
物
を
掲
げ
て
立
っ

て
く
れ
て
い
る
。
他
の
教
友
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と
、「
感
謝
、
慎
み
、
た
す
け
あ
い
」

の
字
句
が
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
て

い
る
。

枚
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
１
時
間
で

500

な
く
な
っ
た
。
で
も
や
は
り
少
人
数
で
は

ど
う
し
て
も
意
気
が
上
が
ら
な
い
。
９
／

日
は
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
来
年
こ

28

そ
大
勢
で
勢
い
よ
く
勤
め
た
い
も
の
だ
。

(ひ
)

東
悠

分
教

会
前
会

長
夫

人
田

林
美

智
子

さ
ん

秋
雨
に
衣
縫
う
母
の
そ
ば
に
よ
り

き
ぬ

ぬ

民
話
に
耽
け
る
遠
き
日
の
午
后

旅
さ
き
の
加
賀
の
里
よ
り
届
き
た
る

秋
一
杯
の
教
友
の
小
包

と
も

落
日
の
甘
樫
に
立
ち
三
山
に

古
代
と
い
つ
ゝ
秋
深
み
ゆ
く

▼
表

紙
の

書
天

場
山
分

教
会

役
員

野
津

正
樹

さ
ん

こ
こ
ろ
の
詩



大教会創立百二十周年記念祭

◎タイムスケジュール

１１１１１１１１月月月月２９２９２９２９日日日日

１７：００ 真柱様、奥様 随行諸先生 ご到着

１１１１１１１１月月月月３０３０３０３０日日日日

８：３０ 受付開始（弁当券、記念品配布）

－教会から配布している参拝券を忘れずに提示してください－

１０：００ 祭典開始（真柱様御夫妻、随行先生の入場）

１２：２０ おつとめ終了

・弁当缶ビール、お茶を配布致します

１２：４０ 中庭舞台でアトラクション開始

お供えした樽の鏡割のあと、御希望の方に樽酒をお分けします。

※車運転手の方は缶ビール、樽酒は飲まないで下さい。

１５：００ アトラクション終了

１５：３０ 真柱様御一行 ご出発

◎役 割 （◎主・○副）

①総 務 （理事、幹部承事）控所

‥

会計室横応接間

◎武 内 清、 田 中 一 之、 岡 本 久 善、 上 原 繁 道、 淺 野 和 芳、

佐 藤 道 孝、 吉 岡 壽、 中 村 邦 義、 中 村 剛。 付)淺野明教

②総 務 室 （実行委員）控所

‥

神事所

◎田 中 一 之、 岡 本 久 善、 上 原 繁 道、 佐 藤 道 孝、 吉 岡 壽、

中 村 剛、 森 本 忠 平、 門 脇 元 教、 上 原 志 郎、 田 中 隆 之、

高 木 昭 祥、 山 野 弘 実、 山 田 敏 教、 森 本 忠 善、 武 内 正 美。

③神 事 ◎岡 本 久 善、○三 島 渉、 田林志計實、 岡 﨑 和 夫、 西 江 昌 直、

中 村 道 德、 上 原 浩、 三 代 正 道、 虫 明 立 生、 福 田 勝、

髙 山 森 雄、 宮 地 勝 之、 藤 本 五 郎、 北 村 保、 串 田 幸 惠、

掛 谷 和 由、 藤 井 治 喜、 藤井マス子、 掛 谷 宣 和、 矢 田 哲 一、

北 村 立 人、 藤 本 基 喜、 佐藤理生人、 猪 原 啓 文、 三 宅 善 久、

山 成 友 司、 瀬 藤 教 雄、 鳥 谷 秀 夫、 本 多 一 男、 川 上 道 美、



須 山 克 子、 塩 田 能 往、 仙 田 勉、 仙 田 公 男、 下 田 章、

寺 下 宏 一、 三 宅 俊 正、 下 田 孝 德、 田 中 幹 夫、 橘 髙 祐 高、

友 井 道 雄、 川 上 正 毅。

④会 場 ◎佐 藤 道 孝、 岡 﨑 和 夫。

○司会 進行 ◎武 内 正 美、 室 悦 子。

○会 場 ◎吉岡誠一郎、 岡 﨑 輝 彦、 赤 木 素 志、 小 坂 静 宏、 岡 田 誠、

竹 本 和 道、 三 阪 泰 人、 藤本イツヱ、 枝 廣 隆 文、 三 嶋 正 教、

原 公 彦、 小 川 洋 子、 重 政 禎 子、 高 島 寛、 松 本 幹 則、

三 代 信 行、 佐 藤 久 枝、 酒 本 嘉 子、 箕 成 節 子、 田 中 一 矩、

丸 山 正 人、 岡 明、 田 原 節 夫、 松 谷 靜 子、 奥 忠 郎、

渡 邉 孝 信、 三 島 順 敎。 他婦人会

安斉美代子、 小 林 信 行、 佐 藤 憲 和、 永 戸 孝 弘、 池 田 孝 志、

樋 上 謙 二、 西 村 健、 常井二三代、 長谷川 裕、 岡 﨑 佳 夫。

○受 付 ◎河 原 節 喜、○佐 藤 真 孝(東ブロック)、 時 宗 一 実(西ブロック)、

宮 本 泰 德(福山)、 吉 岡 孝 彦(髙屋)、 三 代 温 生(島根)、

佐 藤 憲 美(久松)。

酒 井 實、 下 宮 真 治、 高 島 直 道、 村 川 文 夫、 山 田 要、

淺 野 宣 宏、 山 野 季 彦。

○弁当 記念品 ◎佐 藤 道 孝、○中 村 道 德、 高 木 昭 祥、 豊 田 宏 哉、 鳥 井 利 昭、

福 島 大 介、 藤 井 保 人、 吉 岡 貞 彦、 佐 藤 哲、 森 川 弘 志、

雜 賀 元 生、 高 橋 徳 行、 余 村 健、 下 田 誠 輝、 村 川 和 司、

池 平 武 司、 髙 田 一 弘、 桑 本 光 則、 田 渕 光 明、 山 田 睦 浩、

高 信 正 人。

前 山 欣 映、 佐 藤 大 地、 檀 上 康 男、 原 敬之助、 藤 井 道 博、

髙島裕一郎、 藤 井 宏 一、 大 月 道 昭、 内田比呂志、 村川真二郎、

安 原 道 治、 松 浦 勲、 吉 岡 久 信、 田 中 俊 道、 押 尾 功 司、

坂 上 通 正、 安 斉 和 美、 三 島 衛。

○教会記念品 ◎上 原 澄 雄、○笹 尾 正 治、 上 原 眞 雄。 他各ブロックから一名

○参拝者接待 ◎中 島 誠 治、○藤 井 正 仁、 虫 明 好 美、 貞 清 知 実、 瀨 良 善 彦、

三 代 幸、 岩 崎 光 生、 香 取 雅 人、 石 井 守。

⑤来賓 接待 ◎上 原 繁 道、○吉 岡 壽、 谷 内 伸 自、 上 原 志 郎、 上 原 浩、

淺 野 明 教、 上 原 聡。

役員一同（准承事を含む）、 各ブロックの責任者

○客 殿 ◎上原きよ、○田中ますみ、 今川佐智子、 武 内 正 美、 岡 﨑 豊 子、

門 脇 加 津、 高 木 孝 子、 横山小智榮、 西村由理子、 岡 﨑 和 美、

桑田恵美子、 吉 岡 八 恵、 田中つかさ、 森本ひふみ、 山 野 な つ。

女 子 青 年



⑥会 計 ◎武 内 清、○佐 藤 道 孝、 今 川 昌 彦、 武 内 清 明、 北 川 勇。

⑦庶 務 ◎上 原 繁 道、○岡 﨑 真 一。

○放 送 三代もとい、 髙田しのぶ。

○記 録 ◎杉 原 博 之、○中村義太郎、○虫 明 立 生、 西 村 彦 一。

他かさおか編集掛員

○記録写真 ◎吉 岡 輝 昭、○友 井 道 弘、 粟 田 省 吾、 猪 原 英 之（ビデオ録画）。

○記念写真 冨士スタジオ 参拝場で撮影。

○備 品 ◎岡 﨑 和 夫、○武 内 清 明、 淺 野 明 教、 内 海 史 郎。

○電気設備 ◎山 野 弘 実、○藤 本 芳 久、 桑 田 則 昭、 猪 原 啓 介、 田 中 亜 輝、

福 田 恵 司、 猪 原 英 之、 北 川 勇 二。

⑧会 長 室 ◎上 原 明 勇、○上 原 浩。

○御 揮 毫 ◎谷 内 伸 自、○上 原 聡、 三宅八壽夫。

⑨駐車場 保安 ◎山 田 敏 教、○田 林 久 嗣、○上 原 繁 次、(豊 田 宏 哉)、平 盛 秀 年、

(貞 清 知 実)、(髙 田 一 弘)、豊 田 俊 美。

山 田 英 嗣、 田 渕 忠 明、 谷 内 秀 自、 杉 原 善 朗、 中 村 元 彦、

岡 﨑 治 喜、 森 本 正 典、 森 本 勇、 森 本 直 彦、 平 盛 尚 樹、

藤 本 晴 司、 谷 屋 賢 三、 秀 平 元 一、 重 政 理 治、 三 嶋 文 昭、

辻 井 伸 雄、 三 代 幸 徳、 三 代 一 実、 中 村 真 人、 中 村 剛 史、

中 村 行 善。

⑩行 事 ◎中 村 剛、○門 脇 元 教。

○模 擬 店 ◎森 本 忠 平、○横 山 逸 郎、 渡 邉 隆 夫。

○イベント鼓笛 ◎上 原 志 郎、○田 中 隆 之、 森 本 忠 善、 猪 原 啓 介、 津 森 朋 之、

渡 邉 泰 造、 三 宅 紀 子。

⑪宿 泊 ◎中 村 邦 義、○淺 野 明 教。

○炊 事 ◎三 島 照 美、○中 村 理 恵、淺野はるえ、今 川 直 子、内 海 純 子。 他

○信 者 室 ◎今 川 昌 彦、 中村義太郎、 淺 野 明 教、 髙田賀代子、 岡 本 弘 子、

内 海 安 子。

○救 護 中 村 初 美、 淺野はるえ、 猪 原 和 恵、 瀨 良 恵。

○海外帰参者 ◎上 原 順 子、 上原千枝子、 津 森 朋 之、 宮 本 正 明、 原 裕 美、

三 代 幸 徳、三代ガシェリ、三代あゆみ、 三 代 節 生、 佐 藤 和 代、

田 林 宏 章、 杉 原 栄 司。

⑫詰 所 上 原 珠 世、 教 養 掛 （北 川 治 史、 福 島 泰 道）。



◎駐車場のご案内

① 駐車場には限りがあります。乗り合わせてお越しください。

②「大教会入口」や通路の途中に立っている係員の指示に従って、

同乗者を乗降場で降ろし、誘導される場所に駐車してください。

③ 運転手の方は、往路･復路とも、交通法規を遵守願います。

④ 大教会出口の退場は、必ず左折してください（右折禁止）。


